
資料３

平成２８年度教科用図書検定結果の概要

平成２８年度においては、平成３０年度から小学校（特別の教科道徳）及び高等学校

（主に中学年用）において使用される教科用図書の検定（全検定申請点数２３７点）を実

施した。

小学校（特別の教科道徳）においては、検定申請点数２４点全てが合格となった。

高等学校の共通教科においては、検定申請点数１９６点全てが合格となった。

また、専門教科においては、検定申請点数１７点全てが合格となった。

教科・種目別の検定実施結果は、別紙のとおりである。

（参考）

【検定・採択・使用のスケジュール】
年度(西暦) 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

学校種別等区分 (2010) (2011) (2012) (2013) (2014) (2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

※３ ◎ ◎検 定 ◎

△小学校 採 択 △ △ △
○ ○使用開始

※３ ◎検 定 ◎ ◎ ◎

△中学校 採 択 △ △
○使用開始 ○ ○

◎主として 検 定 ◎ ◎

△高 低学年用 採 択 △ △
○使用開始 ○ ○

◎等 主として 検 定 ◎ ◎
△中学年用 採 択 △ △

○ ○ ○学 使用開始
◎主として 検 定 ◎

△ △校 高学年用 採 択
○使用開始 ○

（※）１．◎：検定年度

△：前年度の検定で合格した教科書の初めての採択が行われる年度

○：使用開始年度（小・中学校は原則として 年ごと、高校は毎年採択替え）4
２．点線以降は、次期学習指導要領の教育課程の実施に伴う教科書についてである （予定）。

太線以降は、現行学習指導要領の教育課程の実施に伴う教科書についてである （点線の前まで）。

太線以前は、学習指導要領改訂前の旧教育課程の実施に伴う教科書についてである。

＜平成 ・ 年改訂＞20 21
・小学校学習指導要領（平成 年文部科学省告示）…平成 年度から全面実施20 23
・中学校学習指導要領（平成 年文部科学省告示）…平成 年度から全面実施20 24
・高等学校学習指導要領（平成 年文部科学省告示）…平成 年度から学年進行により実施21 25
（高等学校の数学及び理科は平成 年度から学年進行により実施のため、検定は平成 年度から実施）24 22

28 30 29３ 「特別の教科 道徳」の教科書は、小学校は平成 年度（検定 、平成 年度（使用開始 。中学校は平成． ） ）

年度（検定 、平成 年度（使用開始 。） ）31



（別紙)

○小学校

受理点数 合格 不合格

道徳 24 24 0

合　　　　計　　　 24 24 0

○高等学校（共通）

受理点数 合格 不合格

国語表現 3 3 0

現代文Ａ 2 2 0

現代文Ｂ 20 20 0

古典Ａ 1 1 0

古典Ｂ 18 18 0

計 44 44 0

世界史Ａ 1 1 0

世界史Ｂ 4 4 0

日本史Ａ 2 2 0

日本史Ｂ 6 6 0

地理Ａ 2 2 0

地理Ｂ 1 1 0

地図 3 3 0

計 19 19 0

現代社会 1 1 0

倫理 4 4 0

政治・経済 7 7 0

計 12 12 0

数学Ⅱ 18 18 0

数学Ｂ 17 17 0

計 35 35 0

物理 7 7 0

化学 8 8 0

生物 6 6 0

地学 1 1 0

計 22 22 0

審議終了点数

教科・種目

区分

地理歴史

公民

数学

理科

教科

国語

区分 審議終了点数



受理点数 合格 不合格

審議終了点数

教科・種目

区分

音楽Ⅱ 6 6 0

美術Ⅱ 2 2 0

書道Ⅱ 4 4 0

計 12 12 0

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 32 32 0

英語表現Ⅰ 4 4 0

英語表現Ⅱ 16 16 0

計 52 52 0

合　　　　計　　　 196 196 0

○高等学校（専門）

受理点数 合格 不合格

1 1 0

4 4 0

9 9 0

3 3 0

合　　　　計　　　 17 17 0

芸術

区分

外国語

教科

農業

工業

家庭

商業

審議終了点数


